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大容量無線伝送のためのサブテラヘルツ・テラヘルツデバイスの研究 
 
周波数がおよそ 100GHz～数 THz（波長が数百μm～数 mm）のサブテラヘル
ツ～テラヘルツ帯は、電波と光の中間に位置する未開拓領域であり、短距離の

大容量無線伝送などへの応用が期待される。しかしながら、このような応用に

おいて最も基本的な要素となる発振・増幅デバイスで満足できるものは開発さ

れてないのが現状である。 
 
本研究は、室温におけるサブテラヘルツ～テラヘルツ発振デバイスの一候補で

ある共鳴トンネルダイオード（RTD）を用いて、高周波回路と集積した発振デ
バイスを作製し、超高周波発振、高出力、周波数可変などの特性を明らかにす

ることを目的として行った。得られた成果は以下の通りである。 
 
平面微細アンテナを集積した RTD発振素子を新たに提案・作製し、単体の電子
デバイスとしては初めて、1THzを超える室温発振を得た。この発振は高調波発
振であり、出力も 1μW 以下と未だ小さいが、理論解析によりデバイス構造依

存性などの実験結果が非常によく説明でき、構造を最適化することにより、基

本波発振においても 2THz程度が発振する可能性と、出力が 50μW程度となる
大幅な改善が期待できることが示された。また、さらなる高出力化のために、

アレイ構成による電力合成のための平面集積構造を提案し、これにより 1mWを
超える出力も可能であること、また、電力合成に必要な素子間の相互注入同期

が起こることを実験により示した。また、この発振素子において、発振周波数

がバイアス電圧とともに変化できるという応用上有用な特性を見出し、この特

性が素子中の電子走行時間のバイアス依存性に基づくことを理論と実験の結果

から明らかにするとともに、大きな周波数可変範囲を得るための構造について

の指針を得た。 
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